
- 1 -

第９９回長崎県連合海区漁業調整委員会議事録

１．開催年月日 令和３年８月２４日（火） １４：００～１６：００

２．通知年月日 令和３年８月１２日（木）

３．公示年月日 令和３年８月１２日（木）

４．開催場所  長崎市尾上町３－１

長崎県庁 ２階 議会棟会議室１

５．出 席 者（委員） 志岐会長、山中委員、神田委員、荒木委員、岡部委員、

草野委員

       （事務局）吉田事務局長、中ノ瀬事務局次長、市山課長補佐、渡辺係長、

山下係長

       （県）  漁業振興課      松本企画監

〃  漁業調整班 笹山課長補佐

              〃  資源管理班 遠山主任技師

６．議 題

第１号議案  令和３年度全国海区漁業調整委員会連合会九州ブロック会議の提案

議題について

  

  その他    ①令和３年度全国海区漁業調整委員会連合会通常総会結果について

（報告）

         ②今年度の玄界灘ビルフィッシュトーナメントの中止について

（報告）

③くろまぐろの資源管理について（報告）

④くろまぐろの遊漁に関する日本海・九州西広域漁業調整委員会

指示について（報告）
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７．議 事

（開 会）

事務局

会 長

会 長

事務局

ただ今より、第９９回長崎県連合海区漁業調整委員会を開催します。

はじめに、志岐会長よりご挨拶をお願いします。

皆さんこんにちは。心配されました台風１２号は大した影響もなく良か

ったと思っております。本日はご多忙の中、本委員会にご出席いただきま

して誠にありがとうございます。荒木委員、神田委員、草野委員につきま

してはリモートでのご出席ありがとうございます。新型コロナウイルスの

爆発的な感染拡大によりまして、本県においては県独自の緊急事態宣言が

発表され、我々も十分気を付けて行動する必要があると思っております。

令和元年５月から２年間、長崎県が全国海区漁業調整委員会連合会、いわ

ゆる全漁調連の会長職と事務職を持っておりまして、私をはじめ県の担当

者の皆さんも大変張り切っておりましたけれども、新型コロナウイルスの

感染拡大により理事会や正副会長会等、全く開催することができず、全て

書面による協議となりました。また全漁調連の創立７０周年記念大会を東

京で行う予定でありましたけれども、１年間延期したにもかかわらず、そ

れも開催できず、結局本年５月を持って任期を終了いたしました。

漁業調整は直接顔を合わせて協議するというのが基本でありますので、

この点につきましては非常に残念に思っております。本日の委員会は新し

いメンバーになって２回目となりますけれども、全漁調連九州ブロック会

議に提案する議題につきましては初めての協議となります。漁業者の声を

国会並びに中央省庁に伝えるためには非常に重要な内容となりますので、

どうぞよろしくご審議をいただきますようよろしくお願いします。

それでは議事に入ります前に、本日の委員の出欠について事務局より報

告願います。

本日は、オンライン出席を含めまして、定員６名全員の出席となってい

ます。

出席者が過半数を超えておりますので、漁業法第１４５条の規定により

この委員会が成立しておりますことをご報告します。

また、本日は漁業振興課松本企画監、漁業調整班から笹山課長補佐、資
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事務局

会 長

会 長

会 長

事務局

源管理班から遠山主任技師が出席しておりますので紹介します。

これより議事に入ります。

本日の議事録署名人は、慣例に従いまして、私の方から指名します。本

日の議事録署名人は、荒木委員と岡部委員にお願いします。

  今回の議題は、お手元の資料のとおり、

○第１号議案

「令和３年度全国海区漁業調整委員会連合会九州ブロック会議の提案議題

について」

○その他

①「令和３年度全国海区漁業調整委員会連合会通常総会結果について（報

告）｣

②「今年度の玄界灘ビルフィッシュトーナメントの中止について（報

告）」

③「くろまぐろの資源管理について（報告）｣

④「くろまぐろの遊漁に関する日本海・九州西広域漁業調整委員会指

示について（報告）」

となっております。

それでは、第１号議案「令和３年度全国海区漁業調整委員会連合会九州

ブロック会議の提案議題について」を上程します。

なお、本議題は、その他の①「令和３年度全国海区漁業調整委員会連合

会通常総会結果について」と関連がございますので、その他の①の報告を

受けた後に審議することとします。

事務局から説明をお願いします。

○その他①｢令和３年度全国海区漁業調整委員会連合会通常総会結果に

ついて｣の報告

・ 本年５月２１日に令和３年度全国海区漁業調整委員会連合会通常総

会が開催される予定であったが新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため書面開催となった。

・ その結果、中央省庁への６項目の要望事項について審議され異議な
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事務局

会 長

岡部委員

事務局

く承認された。

・ 要望書について新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から７月

１２日付けで全国海区漁業調整委員会連合会から関係省庁に郵送で

提出された。

・ 令和２年度の長崎県連合海区漁業調整委員会の提案事項が令和３年

度の全国海区漁業調整委員会連合会の要望事項にどのように反映さ

れたかを報告。

○第１号議案｢令和３年度全国海区漁業調整委員会連合会九州ブロック

会議の提案議題について｣の説明

・本委員会からは以下の４つの項目について要望することの説明

１ 日中、日韓漁業協定の発効等に伴う今後の対策等について（継続）

２ 日本近海における外国漁船違法操業取締の強化について（継続）

３ 太平洋クロマグロの資源管理の推進について（継続・新規（小項

目を一部表現変更）

４ 海区漁業調整委員会制度について（継続（小項目を一部削除））

ただいま事務局から説明がありましたこのことについて、ご意見、ご質

問等があればお願いします。

要望事項の資料１の７ページで漁業法・ＴＡＣに基づくクロマグロの資

源管理体制の枠組みの隙間をつく形でという文面になっているのですが、

もう少し具体的に言えば隙間をつく形というのは、どのような事例を指す

のでしょうか。提案側の一員として少しイメージが持てなかったので、こ

の部分について事務局から事例紹介していただきたいと思います。

本県において、現在、実際にこのような事例が発生しているというわけ

ではありませんが、省令に基づく沿岸まぐろはえ縄漁業という大臣届出漁

業があり、この漁業はＥＥＺ内で１０トン以上の漁船を使用して、マグロ

類をとることを目的にはえ縄を行う場合、大臣に届出をしなければならな

いという漁業であります。

クロマグロについては国際的な資源管理が行われる中で、クロマグロを

とることを目的とする漁業を行う場合、広域漁業調整委員会の承認を受け

て操業する必要がありますが、先述した沿岸まぐろはえ縄漁業もクロマグ



- 5 -

事務局

岡部委員

事務局

岡部委員

ロをとることを目的とする場合はこの承認を得ることが必要になります。

一方で、漁獲枠は、当該漁業は大臣届出漁業であるものの、資源管理の枠

組み上、知事管理の漁獲枠で数量管理することになっています。

実は他の県においては船籍をその県に置いただけで、その県の海域と全

く異なる海域で、委員会指示承認を得ることなく、同じまぐろでもキハダ

とかビンチョウをとることを目的としてはえ縄を行い、混獲と称してクロ

マグロを水揚げしている実態があると聞き及んでいます。つまり、クロマ

グロは専獲しておらず、結果的にクロマグロが獲れたと言うのですね。先

ほども申しましたとおり、沿岸まぐろはえ縄漁業は、クロマグロの資源管

理の枠組みでは、大臣管理ではなく知事管理の漁獲枠で数量管理すること

になっておりますので、それが当該県に全く関係のない海域であったとし

ても、混獲と称して獲られたクロマグロは、その船籍がある県の漁獲枠で

管理しなければならず、その県の漁獲枠が消化されてしまっているという

ような事案が発生していると聞き及んでいます。

本県においても、こういった事案が発生する恐れがあります。ここでク

ロマグロだけはとることができないというようなまぐろはえ縄は無いわけ

ですから、マグロ類を対象とした沿岸でのはえ縄漁業は、全て広域漁業調

整委員会の「沿岸くろまぐろ漁業承認」を義務付けること。併せて広域な

海域で操業する「沿岸まぐろはえ縄漁業」によるクロマグロ漁獲量は、現

行の知事管理漁業ではなく大臣管理漁業として、国の漁獲管理の対象とす

ることを要望させていただいているところです。

承認を持たない船がとっている実態があるんで、という解釈でいいんで

すか。

委員会指示承認を得ることなく、クロマグロは狙っていないんだが、ク

ロマグロが混獲でとれちゃいましたという本人の申し出のもとに、水揚げ

がされている実態が他県であっていると聞き及んでいるということです。

さきほどから言われているとおり広域に操業されるものは、一つの県の

管理ではなく、県を跨ぐので大臣管理枠で管理してもらったほうがよいと

いうのはわかるんです。一つの県にしわ寄せがいかないので。

今言っているのが、九州の南の方では主にキハダをはえ縄で狙う人たち
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岡部委員

会 長

会 長

各委員

会 長

がいます。そして、その人たちはですね、本来キハダを狙っているんです

が、クロマグロが来たと言って迷惑がっているんですよ。釣ってはいけな

いクロマグロが邪魔をする。でも、それを言っていたら、道具を入れられ

ないので入れるんですよね。そしたら、クロマグロがかかってくる。

うちの県で言ったら、一番受動的漁法である定置網がマグロに入ってく

れと言っていないのにマグロが入ってくると。これも混獲なんですよ。そ

れで、マグロだけではなく、これから始まるＴＡＣの問題でこの混獲の問

題、一つの魚がオーバーしたなら、ほかの魚の漁獲にも影響してしまう。

という理屈になってしまうのがＴＡＣの一番難しいところ。ここで隙間を

つく形でという部分で混獲が問題視されているんですよね。隙間をつく形

でという表現が、隙を見てというふうに聞こえるんですよね。混獲と称し

てクロマグロを漁獲している事案ということで、混獲という問題が悪いイ

メージにされてしまっているので、漁業界の中でも混獲問題というのが今

後のＴＡＣの中でも一番難しい問題になるなという懸念をしている中で、

ＴＡＣに基づく体制の隙間をつく形で、混獲と称しクロマグロを漁獲して

いるという形になるんで、もし、このほかのよい表現があればなと思いま

す。私も事前に資料をもらって何度も読み返してみたんですが、少し自分

も理解するのにどう読んだらよいのかわからなかったという部分でした。

先ほどの広域に跨った分を大臣管理のほうに変えてもらうというのはわ

かりました。混獲の問題についてはですね、混獲というのを長崎県はこう

いうふうに判断しているとされる懸念があったので少し意見させてもらい

ました。

この件については、昨年、九州ブロック会議でかけて沖縄県から反対と

いうことで取り下げられたという事情がありますけど、その辺の沖縄県の

事情とか、今回挙げて皆さんの意見として採択されるかどうか、その辺の

見通しも含めて岡部委員の言われた内容に回答いただけるでしょうか。

ここで、本委員会を休会し、協議会で協議します。

（協議会）

それでは協議会を閉じて、委員会を再開します。
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岡部委員

山中委員

草野委員

神田委員

荒木委員

会 長

事務局

各委員

会 長

今回の要望事項の中で資料１の７ページの部分でＴＡＣの枠組みの隙間

をつく形で、混獲と称してという部分を、もう少しわかりやすい言葉がな

いか、事務局の方で再考していただきたいと思います。

先ほどの神田委員のご意見のとおり。後は会長に一任します。

今回の件で、混獲によって長崎県の漁業者が不利益を被るということは

避けなければならないと思いますので、制度の見直しについて要望してい

くということをお願いしたいと思います。

混獲について、まき網とかは別として、このはえ縄漁業については、こ

こに書いてあるとおり承認の取得を義務付けるということで、対馬として

は、できれば九州ブロックの提案については進めていただきたい、以上で

あります。

ほとんど音声が聞こえていなかったのですが、長崎県内でそういった要

望が出ているのであればあげるべきと思います。

各委員さんからご意見が出ましたので、これに対する対応を事務局から

お願いします。

事務局といたしましては、今いただいたご意見を踏まえ、要望の期限ま

でに記載内容を整理いたしまして、会長ほか委員の皆さんにもお示しし、

最終的に会長のご了解をいただければ、会長一任として要望をあげるとい

うステップを取らせていただくということでよろしいでしょうか。

異議なし。

今、事務局から説明がありましたとおり、各委員のご意見がありました

が、皆さんの意見としてはこの要望を国の方にあげるということでござい

ますので、ただ昨年、沖縄県等がこれに対して反対したという経緯があり

ますので、これを踏まえ通るような文章を事務局の方で考えていただき、



- 8 -

各委員

会 長

各委員

会 長

各委員

会 長

会 長

事務局

会 長

最終的に私が見て、その内容については会長一任ということでブロック会

議に要望するということで、よろしいでしょうか。

異議なし。

他にご意見等ございませんか。

（意見等なし）

他にご意見、ご質問等もないようですので、第１号議案「令和３年度全

国海区漁業調整委員会連合会九州ブロック会議の提案議題について」は、

事務局の方で内容を検討し、検討の結果については会長一任ということで

提出することにご異議ございませんか。

異議なし。

ご異議もないようですので、第１号議案「令和３年度全国海区漁業調整

委員会連合会九州ブロック会議の提案議題について」は、事務局の方で内

容を検討し、検討の結果については会長一任ということで提出することに

決定します。

続きまして、その他の②「今年度の玄界灘ビルフィッシュトーナメ

ントの中止について（報告）」に移ります。

事務局から説明をお願いします。

〇その他②「今年度の玄界灘ビルフィッシュトーナメントの中止に

ついて）」の報告

・今年度の玄界灘ビルフィッシュトーナメントについては、新型コ

ロナウイルス感染拡大の状況を考慮して、大会中止となったこと

を説明。

ただいまの事務局からの説明に対して、ご意見、ご質問等があればお願

いします。
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各委員

会 長

事務局

会 長

各委員

会 長

事務局

（意見等なし）

ご意見、ご質問等もないようですので、その他の③「くろまぐろの資

源管理について（報告）」に移ります。

事務局から説明をお願いします。

○その他③「くろまぐろの資源管理について」の報告

・ 太平洋クロマグロの生物学的特長と資源評価結果について説明。

・ ＷＣＰＦＣをめぐる国際交渉と決定事項、採択された２０２１年の

措置について説明。

・ 国内管理の経緯及び第７管理期間の管理について説明。

ただいまの事務局からの説明に対してご質問、ご意見等ありましたらお

願いします。

（意見・質問等なし）

ご意見、ご質問等もないようですので、その他の④「くろまぐろの遊

漁に関する日本海・九州西広域漁業調整委員会指示について（報告）

」に移ります。

事務局から説明をお願いします。

○その他④「くろまぐろの遊漁に関する日本海・九州西広域漁業調

整委員会指示について」の報告

・ 遊漁によるくろまぐろの採捕については、令和３年３月に発出され

た日本海・九州西広域漁業調整委員会指示（以下「委員会指示」と

いう。）第66 号に基づき、令和３年６月１日から、以下義務付け。

① 30 キロ未満の小型魚の採捕禁止

② 30 キロ以上の大型魚を採捕した場合の水産庁への報告

・ 令和３年６月１日以降、特に日本海においては、くろまぐろを対象

とした遊漁が盛期を迎え、当初想定していた水準を大幅に上回る数

量となり、このままの水準で推移すれば、漁業者を含めたくろまぐ
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事務局

会 長

ろの資源管理の枠組みに支障を来すおそれが生じた。（６月１日～

16 日の採捕量：10.8 トン、令和２年の調査結果：年間10.2 トン、

国の留保：81.7 トン（うち50 トン程度は漁業における突発的な漁

獲の積み上がりへの備え、10 トン程度は試験研究等による漁獲への

充当分として必要。））

・ このため、６月17 日に令和３年12 月末までの期間、日本海・九州

西海区において、くろまぐろを目的とした遊漁を控えるよう、水産

庁から都道府県や遊漁団体に対して関係者への指導に係る協力を要

請したところであるが、今後、協力要請では歯止めが効かず、さら

に遊漁者によるくろまぐろ（大型魚）の採捕が高水準で推移すれば

（６月末時点の採捕量14.7 トン）、漁獲可能量制度に基づくくろま

ぐろの資源管理の枠組みに支障を来すこととなる。

・ 以上のことから、遊漁者によるくろまぐろ（大型魚）の採捕の制限

に係る委員会指示を発出するとともに、委員会指示に違反した者へ

の対応方針を定めるもの。

〇委員会指示第67 号の概要

（ くろまぐろ（大型魚）の採捕の制限）

・ 委員会会長は、遊漁者によるくろまぐろ（大型魚）の採捕が、漁獲

可能量制度に基づくくろまぐろの資源管理の枠組みに支障を来すお

それがあると認めるときは、期間を定め、遊漁者によるくろまぐろ

（大型魚）の採捕を禁止する旨、公示する。

・ 遊漁者は、公示により、くろまぐろ（大型魚）の採捕が禁止された

期間中は、くろまぐろ（大型魚）を採捕してはならない。

・ この指示の有効期間は、委員会指示第66 号の有効期間である令和４

年５月31日までとする。

・ 令和３年８月20日付け日本海・九州西広域漁業調整委員会公示第１

号で、令和３年８月21日から令和４年５月31日まで、遊漁者のくろ

まぐろ（大型魚）の採捕が禁止。

ただいまの事務局からの説明に対してご質問、ご意見等ありましたらお

願いします。
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各委員

会 長

各委員

会 長

事務局

会 長

（意見・質問等なし）

その他、委員の皆様から何かありますか。

（意見等なし）

事務局から何かありますか。

（意見等なし）

特にご意見もないようですので、これをもちまして、第９９回長崎県連

合海区漁業調整委員会を閉会いたします。長時間のご審議ありがとうござ

いました。

  （ 閉 会 ）        （１６：００終了）


